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宥意に筋力が向上した (Table1) . 
ス?イスセクシ3ン3における筋断欝務はトレペンク・前後では体線訪は苓
窓に減少したが，大鋭部議第.J爵績とも断溜綴には変イちは懇め
られなかった (Table2) .スライスセ~.~i:iン?については，大総部総
筋鮮が宥意に肥大しており，全体的に横断言百に路大が務められ
たが大鎚器霊長第には撃がなかったーまた体搬腕については，宥
意に減少が認められた (Table3).これを体識でみると代表餅
では片山ニンr散後で藤伸展カが畷らかに増加したが，体務は有
意、に増加していなかった.そこで動的な大総擦i議筋の紋織をお
こさせた場合の筋の変態について，どのように成績するのかを
検索したところ，題盤上では対島盟議制昔前方に選挙悲し，全体
的に線設になる犠向靖宏語、められた.このことを定盤的に抱揺す
るために，大越路綴簸の横断援における感心の移動を12H事で投
索した.管中心を中心麗擦とし， 12!奈の護心の王子均態様を求め
たところ，筋強議緯〈・10.8.6.S}から筋JfX線時(・7.7.1必
へはa 王子均移動i!離は7.3(←4.1) mmであった.授諜ょにとる
と全体的に蕗心は議官方やや内鵠へ大腿骨から遠ざかるように移
動していた.このことを合器部的に考えると，筋の重心が欝;お
に移動することによ号，能の付義務の角度が増大され，それに
よって大擁立立綴絡に発生した力を嫌に対して審効なトルクに変
換させようとするものと援繋するが，生理学的意義については
尚検討していく所存である.
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